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キキクル （大雨による災害発生の危険度分布） を活用しよう
　大雨による災害の危険度を地図上で確認できる気象庁によるサービスです。
　全国どの場所で、どのくらい災害の危険度が高まっているかを知ることが
できます。最大3時間先の予測まで危険度の情報を確認できます。

　気象・河川水位などの情報は、パソコンやスマートフォンなどで取得できます。これらを積極的に
利用して、自主的な避難行動に役立てましょう。

「普段と違うな」と感じたら、
ためらわず避難を

　短い時間に激しい雨が降ると、避難情報
の発令が間に合わないことがあります。ま
た、大きな川だけでなく、小さな川や用水路
があふれて、逃げるタイミングを逃してしま
うこともあります。このようなことを避ける

ため、「避難スイッチ」を
どの時点で押すのかあら
かじめ決めておくことが
大切です。
　「普段と違うな」という
違和感や身の危険を感じ
た場合は、ためらわず自
分で早めに避難すること
を心掛けてください。

いざというときの行動を
みんなで話し合いましょう

こちらもチェック！

大雨警報や洪水警報などが発表されたら

室内でも屋外でも、のどの
渇きを感じる前から、こま
めに水分をとりましょう。

こまめにとろう

熱中症の危険性を示す指標として、暑さ指数
（WBGT）があります。これは、湿度・日射など周
辺の熱環境・気温の三つを取り入れた指標で、単
位は気温と同じ摂氏度で示されますが、気温とは
異なります。段階ごとに熱中症を予防するための
生活や運動の目安が示されているので、日常生活
の参考にしましょう。熱中症警戒アラートなどが
発表された場合は、活動や運動の内容を変更する
ことも考えましょう。

涼しくしよう

昼夜問わず、室温を適度に
下げるためエアコンを活用
しましょう。すだれやシェー
ドで日差しを和らげるのも
よいでしょう。

整えよう

バランスのよい食事や十分
な睡眠をとり、体調を整えま
しょう。

工夫しよう

衣服は通気性のよい涼しい
ものを選び、外出するときは
帽子や日傘を使いましょう。

こまめにとろう

屋外や、空調設備のない環
境でスポーツや作業をする
ときは、こまめな休憩と水
分補給をしましょう。無理
は禁物です。

対策１ 暑さに負けない体づくり

対策３ 暑さに関する情報を確認

対策２ 暑さに対する工夫
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熱中症警戒アラート発表
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高齢者は安静状態でも危険性が高い。
外出は避け、涼しい室内に移動。

激しい運動は中止。外出時は炎天下を
避け、室内は室温上昇に注意。

運動・激しい作業をするときは定期的に
十分な休息を取る。
激しい運動・重労働をするときは積極的
に水分・塩分補給。
危険性は低い。運動などでは適宜水分・
塩分補給は必要。

事前の備えで被害を最小限に  ー大雨の備えは情報収集からー

四日市市バージョン
はこちら

　洪水や土砂災害など、起こり
得る災害とその被害の想定をま
とめています。

ハザードマップ

　市内の雨量や各河川の水位、
気象注意報などをまとめて確認
できます。

四日市市防災気象情報四日市市防災気象情報

　最寄りの避難場所はどこか、
そこまでどうやって
行くのか事前に確認
しましょう。

避 難 場 所

自分がいる場所
の災害の危険度
を地図上で確認
できます。

災害
危険度

地図

土砂キキクル（土砂災害）

浸水キキクル（浸水災害）

洪水キキクル（洪水災害）

環境省
公式 LINE

熱中症予防
情報

　熱中症とは、高温多湿な環境にいることで体温調節ができなくなる状態を指します。めまいや吐き気、頭痛
などさまざまな症状を引き起こします。特に高齢者や乳幼児は、発症する危険性が高いと言われています。
　屋外だけでなく、室内で何もしていないときでも発症し、救急搬送されることや、場合によっては命に関わ
ることがあるので、注意が必要です。

熱中症を予防するためにできること

水分を

体調を

室内を

衣服を

休憩を

雨による災害の危険度を
地図上にリアルタイム表示

※�洪水キキクルの「今後の情報等に留意」は水色表示

重大な災害が発生
または切迫している

災害切迫

今後の情報等に留意

危険
警戒
注意

重大な災害がいつ
発生してもおかし
くない

危険度を５段階に
色分けして表示

災害の種類別に
危険度を表示

危機管理課　危機管理課　林林

熱中症とは

大雨大雨からから
命命をを守る守るためにために
　近年は、地球温暖化による気候変動の影響で、雨の降り方
も変化しています。洪水などの水害から命を守るためには、
もしもの時、いかに素早く避難行動に移れるかが鍵となりま
す。雨が多くなる時期（6～10月）に備えて、自分や家族の
避難するタイミング「避難スイッチ」を確認しましょう。

想定最大（1000年
に一度程度）の洪水
が来た場合、四日市
市ではこの範囲まで
浸水します。

熱中症は、誰でも発症する可能性があります。
日頃からの熱中症対策で暑い夏を乗り越えましょう。

熱中症熱中症知って知って防ごう！防ごう！
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